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平成30年4月16日 

平成30年２月期 
決算説明会資料 

証券コード 

[3198] 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●本日はご多忙のところお集まりいただきましてありがとうございます。
　 SFPホールディングス株式会社 代表取締役社長の佐藤でございます。

●さっそくではございますが、お手元の資料に沿って�　平成30年2月期の決算についてご説明をさせていただきます。
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（１）本日のご説明事項 
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平成30年２月期 
 

業績 

平成31年2月期 
 

予想 

成長戦略 
および 

中期経営計画 

売上高368億円（対前年同月比+2.5％）、経常利益38億円（同+7.5％） 
当期純利益29億円 

・売上高は368億円で過去最高を更新 既存店前年比は97.3％ 
・期末直営店舗数は218店舗（新規出店18店舗、業態転換7店舗、撤退7店舗） 

売上高396億円（対前年同期比+7.5％）、経常利益38.5億円 
当期純利益23.5億円を予想  

・既存店の業態転換（29店舗）、改装（磯丸水産7店舗、鳥良３店舗）実施。 
・新規出店20店舗のほか、新業態開発を進める 

平成31年２月期は新たな成長戦略「一等立地マルチコンテンツ戦略」を 
展開し、今後の成長の基礎を作る 

・平成31年２月期：既存店の業態転換・改装による収益維持・向上、次の柱となる新規事業開発 
          地方都市への出店を積極的に検討 
・平成32年２月期：売上430億（成長率8.6％）新規出店40店舗 
・平成33年２月期：売上500億（成長率16.3％）新規出店40店舗（店舗数は300店超に） 

トピックス 

P 2 

P11 

P13 

P20 
APPENDIX 

P22 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●では、本日ご説明する内容のあらましです
　 大きく分けて３つございます。
　 １つめは平成30年２月期の業績�　 ２つめは平成31年２月期の予想�　 ３つめは成長戦略および中期経営計画についてです。

●平成30年２月期の業績につきましては、�　 こちらは２ページ以降でご説明します。

●平成31年2月期の予想につきましては、�　 売上高396億円、経常利益38億５千万円、当期純利益は23億５千万円を予想しております。
　詳細は11ページ以降でご説明します。

●成長戦略としましては、�　 新たな成長戦略であります「一等立地マルチコンテンツ戦略」を展開し�　 今後の成長の基礎を作ってまいります。
　こちらは13ページ以降でご説明します。
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１. 平成30年２月期業績 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●それでは早速、平成30年２月期の業績につきましてご説明いたします。
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（２）業績の概要 

売  上  高 36,841百万円(前年同期比 +  2.5％) 

経 常 利 益 3,828百万円(前年同期比 + 7.5％) 

当期純利益 2,934百万円（前年同期比 +41.0％) 
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売上高 経常利益（左軸）・売上経常利益率（右軸） 

15,442  
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●業績の概要につきまして、
　売上高は368億4千1百万円で、前年同期比　プラス2.5％
　経常利益は38億2千8百万円、前年同期比　プラス7.5％　売上対比は10.4％
　当期純利益は29億3千4百万円で前年同月比　プラス41.0％となりました。
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（３）売上高の内訳 

平成29年2月期 
実績 

平成30年2月期 実績 
前年同期比 増減額 

売上高 35,957 100.0％ 36,841 100.0％ +2.5% +884 

鳥良 7,514 20.9 ％ 8,443 22.9 ％ +12.3% +929 

磯丸水産 26,031 72.4 ％ 25,464 69.1 ％ ▲2.2% ▲567 

その他 2,410 6.7 ％ 2,933 7.9 ％ +21.7% +522 

単位：百万円 

鳥良・その他事業が増収を牽引 
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 鳥良事業 
・好調な「鳥良商店」を９店舗出店、前年同期比+12.3％。既存店前年比は96.8％。 

 磯丸事業 
  ・２店舗を新規出店する一方、6店舗を業態転換、５店舗を閉店。 
  ・既存店前年比はタブレット端末の導入および店舗の改装効果により96.8％。 
 その他事業 
  ・新業態の餃子製造販売店「トラ五郎」「いち五郎」を9店舗出店し、好調に推移。 
   大衆酒場業態「ホームベース」「ホームベース２」「五の五」を４店舗トライアル出店 
   既存店前年比は104.5％。 

3月 4月 5月 6月 ７月 ８月 9月 10月 11月 12月 １月 ２月 累計 

既存店 
前年比 96.8% 98.6% 97.3% 98.3% 96.1% 99.8% 97.2% 91.3% 101.7% 99.5% 95.2% 94.5% 97.3% 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●続きまして、売上高の部門別内訳になります。
●まず、鳥良事業においては、売上高84億4千3百万円で着地致しました。�　鳥良商店を9店舗出店しましたことを受け、前年同期比 プラス12.3％、�　9億2千9百万円の増収となりました。�　なお、コメント欄にありますとおり、既存店前年比は96.8％で着地致しました。
●また、磯丸水産においては、売上高254億6千4百万円で着地しております。�　前期に出店しました店舗がフル稼働したことによる増収効果がございましたが、�　新規出店は2店舗、また6店舗を業態転換、5店舗を閉店したこともあり、�　前年同期比マイナス2.2％、マイナス5億6千7百万円となりました。
　なお、既存店前年比は96.8％となりました。前期まで前年比は苦戦が続きましたが、�　タブレット端末の導入および店舗の改装効果も踏まえ、改善しております。�●そしてその他業態におきましては既存店前年比は104.5％で着地致しました。�　 また、３月以降、新業態となります餃子業態の「トラ五郎」「いち五郎」を�　 ９店舗出店、こちらは好調に推移することができました。 また、新業態トライアルとしてもう一つ、�　 大衆酒場業態「ホームベース」「五の五」を合計で４店舗出店しております。�　
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（４）損益計算書の概要 

単位：百万円／下段は構成比 

平成29年 
２月期 

平成30年2月期 

計画 実績 前年同期比 増減額 概要（数値は前年同期比較） 

売上高 35,957 
(100.0%) 

37,000 
(100.0%) 

36,841 
(100.0%) 

+2.5% +884 鳥良事業   +929 磯丸事業 ▲624 
その他事業 +522  

売上総利益 25,687 
(71.4%) 

26,440 
(71.5%) 

26,339 
(71.5%) 

+2.5% +652 業態ＭＩＸの変化による 
（磯丸水産→鳥良商店） 

販管費 22,379 
(62.2%) 

23,090 
(62.4%) 

22,810 
(61.9%) 

+1.9% +430 

・前年同期に比べて新規出店▲22店舗 
 その開業経費負担減 
・親会社グループ全体でのクロス 
 ファンクショナルチームによる 
 採用の効率化を推進▲292 

営業利益 3,307 
(9.2%) 

3,350 
(9.1%) 

3,529 
(9.6%) 

+6.7% +221 

経常利益 3,560 
(9.9%) 

3,700 
(10.0%) 

3,828 
(10.4%) 

+7.5% +267 

当期純利益 2,081 
(5.8%) 

2,450 
(6.6%) 

2,934 
(8.0%) 

+41.0％ +853 ・特別利益に消費税免除益+972が発生 
 （平成3０年２月期のみ） 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●続きまして損益計算書の概要をご説明申し上げます。�●売上総利益に関しましては、磯丸水産より原価率の低い鳥良商店の割合が増えた�　 業態ＭＩＸの変化によるものです。
●販管費に関しましては、前期の売上対比62.2％から61.9％となり、同期間での出店が22店舗少なく、�　 開業経費負担が減少したこと、それ以外には、採用コストの全社的な削減効果が出ました。�　 これは、親会社グループ全体でのクロスファンクショナルチームが稼働し、�　 協力して取り組みを進めたことによるところでございます。�●なお、特別利益として今期のみ消費税免除益としてプラス9億7千2百万発生しております。
＜参考＞　開業経費　1,700万/1店



COPYRIGHT 2018 SFP Holdings Co., Ltd. All Rights Reserved. 

（５）貸借対照表の概要 

平成29年２月期末 
平成30年2月期末 

前期末増減額 主な増減要因 

流動資産 12,165 
(46.3%) 

12,339 
(47.2%) 

+174 

固定資産 14,092 
(53.7%) 

13,816 
(52.8%) 

▲276  有形固定資産+17  
 のれん▲273 投資その他の資産▲22  

資産合計 26,257 
(100.0%) 

26,156 
(100.0%) 

▲101 

流動負債 5,121 
(19.5%) 

4,167 
(15.9%) 

▲953 
 未払法人税等+107 
 １年以内返済予定の長期借入金▲93 
 リース債務▲77 その他▲851 

固定負債 961 
(3.7%) 

1,059 
(4.1%) 

+97  資産除去債務+223 長期借入金▲51 
 リース債務▲10 その他▲36 

負債合計 6,083 
(23.2%) 

5,227 
(20.0%) 

▲855 

純資産合計 20,174 
(76.8%) 

20,928 
(80.0%) 

+753 
 資本剰余金+5,815 利益剰余金+2,169 
 資本金▲6,147 自己株式▲1,083 
 （減資の実行および自己株式取得） 

負債・純資産合計 26,257 
(100.0%) 

26,156 
(100.0%) 

▲101 

単位：百万円／下段は構成比 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●続いて貸借対照表の概要ですが、前期末との対比に関する主な要因については�　  右側の主な増減要因をご確認下さい。
●特筆すべきところと致しましては、流動資産については貸付金の一部回収によるものがございました。�　 また、純資産合計については、減資の実行および自己株式の取得によりプラス7億5千3百万円となりました
＜参考＞
　　流動資産　その他▲135�　　　主な内訳　・・・・・未収金▲93（前期末消費税還付分）、前払費用▲39（労働保険料科目振替）�　　　　　　　　　　　　　  繰延税金資産▲7、前渡金▲3、原材料+6
 　  流動負債　その他▲851�　　　主な内訳　・・・・・未払金▲463（うちタブレット費用▲ 348）、未払消費税▲437、店舗閉鎖損失引当金▲9�　　　　　　　　　　　　　  買掛金▲3、賞与引当金▲2　 前受収益+44、株主優待引当+18、
　　固定負債　その他▲36�　　　主な内訳　・・・・・長期前受収益▲27、長期未払金▲17�　　　　　　　　　　　　　　預り保証金+8
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（６）キャッシュフロー計算書の概要 

平成29年2月期 平成30年2月期 増減額 

営業キャッシュ・フロー 5,119 4,476 ▲642 
税金等調整前当期純利益 3,197 4,455 +1,258 
仕入債務の増減額（△は減少） 71 ▲30 ▲102 
その他 638 ▲426 ▲1,065 
法人税等の支払額 ▲896 ▲1,322 ▲426 

投資キャッシュ・フロー ▲6,790 1,246 8,036 
有価証券の償還による収入 2,000 － ▲2,000 
貸付による支出 ▲6,000 － +6,000 
貸付金の回収による収入 － +3,000 +3,000 
有形固定資産の取得による支出 ▲2,219 ▲1,273 +945 

財務キャッシュ・フロー ▲918 ▲2,437 ▲1,518 

  

配当金の支払額 ▲644 ▲764 ▲120 
リース債務の返済による支出 ▲123 ▲214 +102 
自己株式の取得による支出 － ▲1,507 ▲1,507 

現金及び現金同等物の期首残高 7,289 4,709 ▲2,579 
現金及び現金同等物の期末残高 4,709 7,994 +3,285 
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自己株式の公開買付に備え、一時的に現金が増加 

単位：百万円 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●こちらは営業キャッシュフローになります。
●記載されておりますのは２月末時点の数値になりますが、�　 自己株式の公開買付の決裁に備え、79億9千4百万円と一時的に現金が増加しております。
●このあと３月に公開買付により取得した自己株式費用65億9千7百万円を決裁しております。


（参考）
　 営業キャッシュフロー　その他▲1,065の主な内訳
　　　・未払消費税　▲700　（消費税免税によるもの）
　　　・未払金▲500　投資減による未払金減少
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（７）店舗展開の状況 
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※ [ ]  内は業態転換による閉店数で内数になります。 

(事業別） 
合計 

(地域別） 

鳥良 磯丸水産 その他 東京 
23区内 

東京 
23区外 

首都圏 
（東京以外） 

関西/中部 
九州圏 

平成29年2月末 45 150 
(5) 12 207 

(5) 100 27 66 14 
(5) 

出店 (a) +9 +2 
(+2) +7 +18 

(+2) +7 +1 +7 +3 
(+2) 

業態転換 
による出店 +1 0 +6 +7 +4 +1 +2 0 

閉店 
（業態転換に 
よるもの含む） 

-1 -11 
[-6] 

-2 
[-1] 

-14 
[-7] -11 -2 -3 0 

平成30年2月末 54 141 
(7) 23 218 

(7) 100 27 72 17 
(7) 

平成30年2月期 
通期出店計画 (b) +10 +10 0 +20 

(a)/(b) 90％ 20％ － 90% 

首都圏を中心に通期で18店舗出店 
（通期出店計画は20店舗） 

※（ ）内はFC店舗数で外数になります。 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●続いてこちらは出店の状況になります。� 　通期出店計画は20店を予定しておりましたが、これに対しまして首都圏を中心に�　 直営店18店舗の出店となりました。その結果、２月末時点の店舗数は218店舗となりました。
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－埼玉県－ 
鳥良  ：  6店 
磯丸水産：16店 
その他   ：  1店 

－千葉県－ 
鳥良  ：  4店 
磯丸水産：  9店 
その他 ：  1店 

－東京都－ 
鳥良   ：35店 
磯丸水産 ：78店 
その他    ：16店 

－神奈川県－ 
鳥良  ：  7店 
磯丸水産：25店 
その他   ：  3店 

－兵庫県－ 
磯丸水産   ： 2店 
その他    ： 1店 

－大阪府－ 
鳥良  ：  2店 
磯丸水産：11店 
その他 ：  1店 

－愛知県－ 
磯丸水産   ： 5店 
      ※FC店 

【平成30年２月末時点】 
  鳥  良：  
  磯丸水産：  
  そ の 他 ：  
  ---------------------------------------------------- 
  合    計：225店(FC店含む) 

※鳥良は鳥良商店、おもてなしとりよしを含みます 
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  54店 
 148店 
  23店 

（８）店舗展開の状況 

九州初出店 
－福岡県－ 

磯丸水産   ：２店 
      ※FC店 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●そしてこちらはエリア別の店舗状況になります。
●6月には、フランチャイズ加盟企業２社目の参画により、福岡の博多に出店、�　 11月には２店舗目となる中洲国体道路店を出店することが出来ました。
●その結果、FC店舗２店舗（7店舗）を含めますと、店舗数は225店舗となりました。
●当社が展開しているエリアについては 首都圏、関西圏に続いて�　 愛知県、福岡県と拡大することが出来ました。
●また当社では、首都圏および関西圏における直営店舗の出店に集中し、
　 それ以外のエリアについてはフランチャイズ形式による磯丸水産の展開というのを
　 方針として進めて参りました。
●今後については、引き続き首都圏および関西圏への直営店展開を進めつつ、�　 それ以外の地域への出店を、直営・FC両面から積極的に検討してゆきたいと�　 考えております。
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（９）平成30年２月期における重点ポイントの結果 

各戦略を予定通り実行 

10 

 ① 既存店 の改装27店舗 
    （磯丸：25店舗・鳥良：2店舗） 

 ② タブレット導入による客単価のアップ 

 ③ 新規事業へのチャレンジ 

 ④ 東京・大阪の一等立地への集中出店 

売上前年比の改善に貢献 
30店舗実施（磯丸28店舗 鳥良２店舗） 
磯丸：25店に加え３店舗追加で実施 
鳥良：吉祥寺４号店・横浜西口店 

ディナー帯客単価が上昇 
（平成29年２月期第３四半期（導入前）との比較） 
第２四半期以降は前年比をほぼ捉える 

餃子居酒屋業態 ９店舗出店 
大衆酒場業態  ４店舗トライアル出店 

東京・大阪への出店を行い 
通期計画20店舗に対し18店舗を出店 
九州エリアにＦＣ店舗を２店舗出店 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●そして、当年度における主な重点ポイントについてです。�
　　　まず１つめの既存店の改装については当初の計画では磯丸25店舗でしたが、�　　　実施した店舗の状況が良かったため、追加で３店舗実施し、�　　　鳥良の2店舗とあわせて合計30店舗を改装しております。
　　　２つめのタブレット導入による客単価のアップですが、�　　　既存店のディナー帯客単価が導入前の平成29年２月期第３四半期と比較すると�　　　約46円上昇しました。また、第２四半期以降は前年比をほぼ捉えて推移いたしました。
　　　３つめの新規事業へのチャレンジですが、�　　　餃子居酒屋を順調に出店することが出来、売上も順調に推移しております。�　　　そしてもう一つ、大衆酒場業態についてもトライアル出店を実施いたしました。�　　　こちらは後ほど詳しく触れます。
　　　そして４つめの東京・大阪の一等立地への集中出店については�　　　東京・大阪へ18店舗の出店を行いました。�　　　また、ＦＣにおいては九州エリアにも初出店することができました。�　 �
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２. 平成31年２月期業績見通し 

11 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●ではここからは、進行期になります平成31年２月期の業績見通しにつきまして�　 ご説明いたします。
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（10）平成31年２月期業績予想 

単位：百万円／下段は構成比 

一等立地マルチコンテンツ戦略の展開により、今後の成長の基礎を作る 

平成30年2月期 
平成31年2月期（予想） 

第２四半期 通期 前年 
同月比 

売上高 36,841 
(100.0%) 

19,365 
(100.0%) 

39,600 
(100.0%) 

+7.5% 

売上総利益 26,339 
(71.5%) 

13,921 
(71.9%) 

28,515 
(72.0%) 

+8.3% 

販売費及び 
一般管理費 

22,810 
(61.9%) 

12,509 
(64.6%) 

24,965 
(63.0%) 

+9.4% 

営業利益 3,529 
(9.6%) 

1,412 
(7.3%) 

3,550 
(9.0%) 

+0.6% 

経常利益 3,828 
(10.4%) 

1,565 
(8.1%) 

3,850 
(9.7%) 

+0.6% 

当期純利益 2,934 
(8.0%) 

895 
(4.6%) 

2,350 
(5.9%) 

▲19.9% 

12 

通期計画に対して第２四半期における進捗率は、29店舗の業態転換、新規出店の前倒し 
（前期9店、今期18店）により、コスト増になることを踏まえた設定となっている 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●平成31年２月期は
　　　売上高396億円　経常利益38億5千万円　当期純利益23億5千万円　を予想しております。
●そして、今期は新しい戦略として「一等立地マルチコンテンツ戦略」を展開してまいります。�　 詳細は後ほどご説明いたします。
●尚、今期の第2四半期、上半期時点においては新規出店、業態転換を主に上半期に�　 実施してまいりますので、前期に比べてコスト増になります。
● 新規出店は前期の上半期では9店舗を出店しましたが、�　 今期は通期出店計画20店舗のうち、18店舗を上半期に実施する計画になっております。
●また、業態転換についても計画している29店舗を上半期に実施してゆきますので、�　 前期に比べ上半期はコスト増となり、減益になりますが、�　通期業績は今期の水準を維持する見通しとなっております。
●当期純利益については、前期のみ消費税免除益がございましたので、�　 今期は通常に戻ることになります。
　

　 �
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（11）新たな成長戦略 

13 

駅前一等立地 
の路面店 

一等立地マルチコンテンツ戦略 

幅広い客層に 
対応する業態 

マルチコンテンツ戦略に基づくアクションプラン 目指すべき成果 
 
 

既存店収益の 
維持・活性化 

 ①マーケティング本部の新設 
   ⇒各ブランドの強化 
 ②鳥良商店ブランドの確立 
   ⇒磯丸水産からの業態転換 
 ③改装の実施 
   ⇒常に最高品質を保つため 

１ 

 
新業態の確立 

 
成長性の拡大 

 ①前期新業態のブラッシュアップ 
 ②新しいブランドの立ち上げ 
 

 ①新規出店の継続 
 ②新業態の開発 
 ③地方都市への進出 

２ 

３ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●それでは早速、新たな成長戦略となります
　「一等立地マルチコンテンツ戦略」についてご説明させていただきます。
●当社の駅前一等立地の路面店における立地開発力と、幅広い客層に�　 対応することができる複数の業態にもとづいた戦略になります。
●これまでは単一業態に経営資源を集中させ、ブランド形成を行い、�　 出店数を増やして規模を拡大してきましたが、�　 これからは駅前一等立地の路面店の立地開発力の強みを活かし、�　 複数の業態を展開し、ブランド形成を進めてまいります。
●戦略に基づくアクションプランと目指すべき成果として�　 大きく３つに整理しておりますので、１つずつご説明させていただきます。
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（12）アクションプラン１（既存店収益の維持・活性化） 

14 

③店舗改装の実施（10店舗予定） 

①マーケティング本部の新設 

②鳥良商店ブランドを確固たるものに 

７店舗 ３店舗 

営業 
本部 

営業 
本部 

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ 
本部 

・老朽化対応 
・集客力の向上 
・店舗内オペレーションの効率化 

販売促進 
店舗管理・改善 

販売促進 
（施策の充実） 

店舗管理・改善 
（現場レベルの向上） 

きめ細かい 
ブラッシュ
アップを 
可能に 

今期業態転換予定29店舗のうち23店舗を鳥良商店へ転換し、店舗数を拡大 

新設 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●まずアクションプラン１です。
●既存店収益の維持・活性化に向けて、�　 今期よりマーケティング本部を新設いたしました。
　 これまで営業本部において、販売促進から店舗管理・改善を進めておりましたが、�　 店舗数も増え、規模も拡大してきておりますし、今後の更なる成長も踏まえ、�　 マーケティング本部においては業態のブラッシュアップおよび販売促進を担当し、�　 営業本部においては店舗運営と管理を担当することとし、役割を明確に分担することで�　 これまでより、きめ細やかな対応をすることができます。�　 そうすることで業態の成長を促進させてゆきます。
●そして２つ目は、これまで順調に成長を続けてきております鳥良商店の、�　 ブランド形成をしていくにあたり、今期は磯丸水産の29店舗を業態転換する予定ですが、�　 そのうち23店舗を鳥良商店に業態転換し、鳥良商店の規模拡大を進めてまいります。
●鳥良商店は前期末で29店舗ございましたが、業態転換による23店舗をあわせますと�　 52店舗になります。そこにプラスアルファで出店した店舗が増えることになりますので、�　 今期末では50店舗を超える業態となります。
●尚、磯丸水産については、前期末で141店舗ございましたが、29店舗を業態転換する�　 計画ですので、店舗数（112店舗）は一時的には減少しますが、今後も出店は継続して�　ゆきますし、現時点においては鳥良商店のブランド形成を優先した形になります。
●３つ目は前期に続き、今期も店舗改装を実施してゆきます。�　 磯丸水産で７店舗、鳥良の店舗を３店舗の合計10店舗を実施し、�　 店舗収益力の維持・活性化を図ってまいります。
●以上の３つを進めてゆくことで既存店の収益力維持・活性化を図ってまいります。

＜メモ＞�●小商圏は大商圏に比べて売上規模が小さく、そういったエリアにおいては�　 磯丸より原価率の低い収益構造を持つ鳥良商店のほうが利益を確保する確度が高い。

鳥良22店舗　おもてなし3店舗　鳥良商店29店舗　計54店舗　→鳥良商店23店舗　計77店舗
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（13）アクションプラン２（新業態の確立）1/3 
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トライアル初年度で９店舗の出店ペースは当社初 

①前期新業態のブラッシュアップ 

上野いち五郎 尼崎いち五郎 

八王子いち五郎 

南森町いち五郎 

横浜南幸いち五郎 

亀戸いち五郎 神田今川橋いち五郎 

トラ五郎小滝橋通り 

横浜五番街いち五郎 

餃子居酒屋業態 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●つづいてアクションプラン２です。
●新業態の確立ですが、まず①つ目としましては、�　 前期に立ち上がりました業態のブラッシュアップを進めます。
●餃子居酒屋業態は、昨年３月に新宿の小滝橋通りに１号店を出店し�　 好調に推移していることを確認しながらその後も出店を進め、�　 開発初年度で９店舗まで拡大しております。
●これまでの当社における新業態の開発は、じっくりと時間をかけてトライ&エラーを重ね、�　 育ててまいりました。ちなみに磯丸水産を初出店した平成21年度の出店数においても�　 8店舗でしたので、今回の出店ペースは、これまでにない�　 ハイペースな出店となっております。
●今期も出店を継続し、店舗数を増やしながら、女性客の取り込みなどを企図した、�　 施策を進め、よりお客様に魅力を感じていただける業態となるよう進めてまいります。　 
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オールドタイプの酒場に 
平成モダンを取り入れ 

ＳＦＰのノウハウで再現した業態 

昭和レトロの 
大人の酒場をベースに 
こだわりの看板商品を 

ラインナップした大衆酒場 

①前期新業態のブラッシュアップ 

当社初の立飲み業態 

ホームベース松戸西口 ホームベース祐天寺駅前 

ホームベース２ 
ぴおシティ桜木町 

五の五 
神田南口 

（14）アクションプラン２（新業態の確立）2/3 

大衆酒場業態をトライアル 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●そしてもう１つの新しい業態ですが、大衆酒場業態になります。�　 これまでで４店舗のトライアル出店を進めてまいりました。
　 立地は磯丸水産と同じ一階路面および地下街に出店しており、�　 昭和の雰囲気を感じられるどこか懐かしい酒場の出店を行いました。
●ホームベースはオールドタイプの酒場に平成モダンを取り入れ、�　 ＳＦＰのノウハウで再現した業態になります。�　 名物料理はどて焼きで、ディナー帯客単価はだいたい2,000円を想定しております。
●また、ホームベース２におていは当社初の立ち飲み業態へチャレンジしておりまして、�　 名物料理はどて串で客単価は1,500円程度を想定している業態です。
●そして五の五においては、昭和レトロの大人の酒場をベースにし、�　 こだわりの看板商品をラインナップした大衆業態になります。�　 名物料理は塩もつ煮で客単価はだいたい2,500円を想定してトライアルを進めております。
●今後も、店舗の状況を踏まえながらブラッシュアップを図り、�　　ブランド形成を進めてまいります。

●その他にもいくつかの新しい業態を立ち上げ、開発してゆく予定です。

質問があった場合
　＜ステルス展開していたことについての回答案＞　　
　　大衆業態になりますので、チェーン店ではなく親近感を持ちやすい個人店のイメージを�　　持たせたかったため、トライアル段階では特段の打ち出しはせずに進めてまいりました。
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1,000円 

特等市場 

1等市場 

1.5等市場 

2等市場 
ディナー帯客単価 

1,500円 2,000円 3,000円 3,500円 4,000円 

9点― 

10点― 

11点― 

12点― 

13点― 

14点― 

16点― 

17点― 

18点― 

19点― 

20点― 

21点― 

22点― 

23点― 

24点― 

25点― 

26点― 

27点― 

15点― 2,500円 

市場評価点 

ホーム 
ベース 

トラ五郎 
いち五郎 

鳥良商店 
お通し無し 鳥 良 

磯丸水産 

O‐MO-TE|-NA-SHI 

とりよし 

鉄板 
二百℃ 

生そば 
玉川 

きづな 
すし 

玉丁 
本店 

五の五 

（15）アクションプラン２（新業態の確立）3/3 

ホーム 
ベース２ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●そして業態ごとの位置づけとしてはこのようになります。
●今までは2,500円から3,500円のゾーンにおける居酒屋が中心でしたが、�　 1,500円から2,500円の業態を作った事により、客単価では1,500円から�　 3,500円を幅広くカバー出来るようになってきました。
●これにより、今までは出店できなかった場所にも出店することが�　 可能になってまいります。
●今後も開発を進めてきました業態のブラッシュアップを図るとともに、
　 その他の新しい業態の開発にも引き続き挑戦を続けてまいります。

＜参考＞
　ホームベース２ぴおシティ桜木町店　　坪数：15.1坪　席数：45席
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ドミナント出店 

（16）アクションプラン３（成長性の拡大） 
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①新規出店の継続 

②新業態の開発 

③地方都市への進出 

首都圏・関西エリアを中心に 
２０店舗出店 
（磯丸水産・鳥良商店・いち五郎など） 

アクションプラン２の通り 

地方都市への進出に当たっては 
直営出店に限らずM&A・FC展開を 
積極的に検討 

直営出店エリア 

ＦＣ店エリア 

ドミナント出店により出店数を増やし 
１店舗当たりの間接コスト負担を低減 

単一業態では 
展開出来なかった地域へも進出可能に 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●そして、アクションプラン３の成長性の拡大です。
●まず、新規出店につきましては、前期と同程度の20店舗出店を�　 首都圏・関西エリアを中心として継続して実施してゆきます。
●出店する業態については、磯丸水産・鳥良商店・いち五郎などを中心に�　 実際に物件を確認しながら、決定してゆく方針です。
●２つ目の新業態の開発につきましては先ほどご説明させていただきました通りとなります。
●そして３つ目の地方都市への進出につきましては、�　 これまでＦＣ展開を中心に進め、愛知県・福岡県にエリアを拡大させてきました。
●今期からは、直営出店とＭ＆Ａ、そしてＦＣ展開を積極的に検討してまいります。
●未出店の地方都市エリアへの出店にあたっては、�　 主に磯丸水産を中心とした単一業態での展開を図ってまいりましたが、�　 複数の業態、マルチコンテンツによるドミナント出店をすることにより、�　 出店数を増やすことができ、これまでよりスピードを上げて、�　 地方都市への進出が可能となります。
●また、ドミナント出店を展開することで、間接コストの負担についても低減できます。
●現時点においては、具体的に決定しているものはございませんが、�　 魅力ある地方都市への展開を積極的に進めてまいります。　 �
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（17）中期経営計画 （数値目標） 

単位：百万円 

着実な成長により平成33年2月期には売上高500億、店舗数は300店超へ 

19 

単位：百万円 平成30年2月期 
（実績） 

平成31年2月期 
（予想） 

平成32年2月期 
（予想） 

平成33年2月期 
（予想） 

売上高 
（成長率） 

36,841 
(+2.5％) 

100.0％ 39,600 
(+7.7％) 

100.0％ 43,000 
(+8.6％) 

100.0％ 50,000 
(+16.3％) 

100.0％ 

経常利益 3,828 10.4％ 3,850 9.7％ 3,850 9.0％ 4,500 9.0％ 

当期純利益 2,934 8.0％ 2,350 5.9％ 2,350 5.5％ 2,650 5.3％ 

平成30年２月期 
（実績） 

平成31年2月期 
（予想） 

平成32年2月期 
（予想） 

平成33年2月期 
（予想） 

新規出店数 18 20 40 40 

期末店舗数 218 238 278 318 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●こちらが中期経営計画になります。
●進行期であります平成31年２月期におきましては、既にご説明させていただいております�　 一等立地マルチコンテンツ戦略を展開し、今後の成長の基礎を作る年になります。
●平成32年２月期においては出店ペースを40店にしておりますので、�　 利益率は少し下がりますが、当社の目標としております８％の水準をクリアし、�　 そして平成33年２月期には店舗数で300店舗、売上高は500億を計画しており、�　 着実な成長を図ってまいります。
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３. トピックス 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●では最後に、株主還元関係につきましてトピックスとしてご説明させていただきます。
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 ＳＦＰホールディングス株式会社の 
各店舗でご利用いただける 
「お食事券」を年２回、贈呈 
 

 毎年2月末日及び8月31日現在の 
株主名簿に記載または記録された 
当社株式を100株以上保有の 
株主様が対象 

保有株式数 株主優待券 
（１回当たり） 

100株～499株 4,000円 

500株～999株 10,000円 

1,000株以上 20,000円 

1株当たり 配当性向 

平成27年9月期末 
（12ヶ月） 20.0円 26.7％ 

平成28年2月期末 
（5ヶ月）   9.0円 28.4％ 

平成29年2月期 
（12ヶ月） 

中間：13.0円 
期末：13.0円 
合計：26.0円 

36.6％ 

平成30年2月期 
（12ヶ月） 

中間：13.0円 
期末：13.0円 
合計：26.0円 

25.9％ 

平成31年2月期 
（12ヶ月）予想 

中間：13.0円 
期末：13.0円 
合計：26.0円 

28.6％ 

 配当性向30％を目安に実施 
 

配当 株主優待制度について 

当社自己株式の公開買付にクリエイト・レストランツ・ホールディングスが応募 
その後の自己株式消却の結果、保有比率は63.9％に（平成30年3月22日現在） 

今後の市場変更を見据え、自己株式の取得・消却を実施 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●配当および株主優待についてです。
●内容としては、配当および株主優待いずれも変更点はございません。
●配当については、当社は配当性向30％程度を目安として実施しておりますが、� 　平成30年２月期については自己株取得による株主還元の強化と�　 資本効率の向上を図ってまいりましたので、�　 配当については計画通り、中間配当13円、期末配当13円�　 合計で26円の配当を実施し、配当性向は25.9％となりました。
●平成31年２月期におきましても同額となる配当を計画しており、�　 配当性向は28.6％になります。
●また、前期より当社自己株式の取得と消却を実施してまいりました。�　 クリエイトレストランツホールディングスが当社自己株式の公開買付に応募いただき、�　 その後の自己株式を消却した結果、クリエイトレストランツホールディングスの�　 保有比率は63.9％になっております。
●これからも資本効率の向上および株主還元を図ってまいりますとともに、�　 今後の市場変更を見据えた対応を進めてまいります。
●以上、平成30年２月期決算に関する内容をご説明申し上げました。�　 ご清聴ありがとうございました。

＜参考＞
●ＣＲＨの優待内容
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●
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本社 東京都世田谷区玉川二丁目21番1号 二子玉川ライズ・オフィス 

事業内容 飲食店の経営 

代表者 代表取締役社長 佐藤 誠  

設立 平成22年11月（創業：昭和59年） 

資本金 534百万円 

発行済株式数 29,497,270株 

店舗数 218店舗（FC７店舗含まず） 

経営理念 時流を先見した≪こだわり≫の限りなき追求 

（平成30年２月末現在） 
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（20）沿革 

創業時からの「強いブランド」に加え、大株主から経営ノウハウを吸収して成長を加速。 
東証２部への上場を果たし、持株会社体制へ移行、更なる成長へ 

昭和59年 創業 「鳥良」を東京・吉祥寺に開業 

平成13年 ＢＳＥの流行 「豊かな食を創造する総合フードサービス業をめざす」を 
ビジョンとし、業態の多角化へ 

平成15年 ＳＡＲＳ 
鳥インフルエンザ 

平成20年 リーマン・ショック 
世界同時不況 

「日本を豊かにする『食』の専門店集団をめざす」と 
ビジョンを改める→「専門店」化の追求 

平成21年 「磯丸水産」を東京・吉祥寺に開業 

平成22年 ポラリス第二号投資事業有限責任組合が株主となり、 
ハンズオンのもとで、経営手法をブラッシュアップ 

平成23年 「きづなすし」を東京・新宿に開業 

平成25年 株式会社クリエイト・レストランツ・ホールディングスと 
資本提携し、経営ノウハウを昇華 

平成26年 東証２部に上場 

平成27年 ＦＣ事業を開始 「鳥良商店」川越店を新規出店 

平成28年 事業持株会社体制へ移行 

平成29年 商号をＳＦＰホールディングス株式会社に変更 「トラ五郎」を東京・新宿に開業 

24 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●弊社は昭和59年（1984年）、吉祥寺に「手羽先唐揚専門店 鳥良」をオープンし、創業しました。

●その後、堅実な成長を進め、平成21年（2009年）に、第２の柱となる「磯丸水産」をオープンし、成長スピードを加速しております。

●また、平成25年（2013年）には資本政策の一環で、現在の大株主であるクリエイト・レストランツ・ホールディングスと資本提携しました。

●平成27年（2015年）３月には、鳥良業態から「鳥良商店」の川越店を新規出店しました。

●平成29年３月に、新業態の「トラ五郎」新宿小滝橋通り店を出店しました。
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（21）事業概要 

水槽から引き揚げたばかりの活貝や、
一番人気の「蟹味噌甲羅焼き」を目の
前で焼きながら、海辺の磯料理屋の楽
しさを、駅前立地で 
気軽にお楽しみいた 
だける業態です。 

明るく活気溢れる店内で、看板料
理「手羽先唐揚」はもちろんのこ
と、「鶏くわ焼き」「鶏そば」な
ど、鶏料理屋ならではの商品を気
軽にお楽しみいただける業態です。 

昭和59年の創業から変わらない看板料
理「手羽先唐揚」や、製法特許取得の
豆腐、名古屋名物「どて焼き」など名
物料理を、ジャズの流れる落ち着いた
雰囲気の店内でお楽しみいただける業
態です。 

鳥良が大切にしてきた「おもてなし」
の形をさらに磨き上げ、手作りの料理、
和装で心をこめたサービス、和モダン
の粋な店内、すべてにおいて新たな価
値の創造を目指した、鳥良の新しい形
です。 

25 
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焼き、水、炊き、揚げと4ジャンル、
13種類の餃子をはじめ、日常的に楽
しめる豊富な一品料理を取り揃えた
業態です。氷の替わりに凍ったレモ
ンを使った「かちかちレモン」でサ
ワー・ハイボールをお楽しみいただ
けます。 

どこか懐かしい昭和レトロ感の漂う
「コの字カウンター」が設置された
店内は、明るく活気に溢れ、女性も
安心して気軽にご来店いただけます。
看板料理「どてやき」は、店内の大
鍋で毎日じっくり煮込んでいます。 
「ホームベース2」はSFPブランド
初の立ち飲み業態です。 

毎日利用したくなる、サラリー
マンやOLに明日の活力をお届
けする大衆酒場。 
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（23）事業概要 

お好きなネタを一貫99円(税抜
価格)よりお好みでご注文でき、
一品料理は約40種、ドリンク
も約50種類と豊富に取り揃え
ました。「寿司食べ放題」も
お楽しみいただける業態です。 

本格鉄板料理店の高級感と下
町のお好み焼き屋の気軽さを
あわせ持つ業態です。200℃の
大鉄板で豪快に焼き上げる新
鮮な魚介類や厳選のお肉、野
菜をワインと共にお楽しみい
ただけます。 

店内中央に配置されたカウン
ター内のキッチンで軽快に進
む調理。旨い洋食をお気軽に、
カジュアルだけれどオシャレ
な空間で、楽しくお過ごしい
ただくことを目指した業態で
す。 

「挽きたて・打ちたて・茹で
たて」にこだわった蕎麦をお
手頃価格で24時間、お召し上
がりいただける業態です。丼
物やお酒に合う一品料理もご
用意しております。 

スペイン現地にあるBAR(バル)
スタイルを忠実に再現。カ
ジュアルな雰囲気の店内で、
こだわりの料理と厳選のお酒
をお楽しみいただける業態で
す。 

名古屋名物「味噌煮込みうど
ん」。厳選の鰹節や昆布などで
とった一番出汁と本場のレシピ
を忠実に再現したブレンド味噌
に、試行錯誤のうえ開発したう
どん麺の絶妙なバランスをお楽
しみいただける業態です。 

27 
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 本資料はSFPホールディングス株式会社(以下、当社)の業績に関する情報の提供を目的としたものであり、
当社が発行する有価証券の投資勧誘を目的としたものではありません。 

 本資料には当社の業績、戦略、事業計画などに関する将来的予測を示す記述および資料が記載されてお
ります。これらの将来的予測に関する記述および資料は過去の事実ではなく、発表時点で入手可能な情
報に基づき当社が判断した予測です。 

 また経済動向、他社との競合状況などの潜在的リスクや不確実な要因も含まれています。 

その為、実際の業績、事業展開または財務状況は今後の経済動向、業界における競争、市場の需要、そ
の他の経済・社会・政治情勢などの様々な要因により、記述されている将来予測とは大きく異なる結果
となる可能性があることをご承知おき下さい。 

【本資料および当社IRに関するお問い合わせ先】 
ＳＦＰホールディングス株式会社  

経営企画部 
TEL： 03-5491-5869 

ホームページ：  http://www.sfpdining.jp/ 
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